
【様式１】                                   令和５年度 

 団体名 

 糸満市立 兼城中学校 

連絡先  TEL：098-994-6352 

Eメール：kanecyu@kanegusukuc.city.itoman.okinawa.jp 

 

 １ 実践事項(②) 

タイトル：「自立した学びができる生徒の育成」 

 

 ２ 実践内容 

(1) 「兼中スタイル」の実践 

 「『問い』が生まれる授業」実践 

  校内研修テーマ「他者と関わりながら、課題解決に 

 向かい『問い』が生まれる授業展開」を意識し、各教科 

 で授業実践を行う。 

 

(2) 学習規律を高めるための取組として「兼城中学習スタ 

 ンダード」を全校体制で実践する。 

 

(3) 校内研修と関連した取り組み 

① 一人一授業を実施し、授業の工夫改善を図る。 

② 小中連携の取り組み 

 授業参観ウィークを設け、互いの授業を参観するこ 

とで、小・中学校９年間を見通した発達や学びの連続 

性について考える。 

 

(4) スケジュールノートの取り組み 

   毎日の学習活動や予定などを記入させることで、生徒の「自主性」を伸ばし、「計画性」を身につ 

  けさせ、「自学自習（自立した学び）」できる生徒の育成を図った。今年度は白紙の表紙にオリジ 

  ナルのイラストを描かせることで、より愛着を持って活用できるように工夫した。 

 

(5) 生徒が主体的に活動する生徒会活動の充実 

  生徒会主催行事「兼中祭」を生徒会を中心に企画から運営まで行った。 

 

 ３ 説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

            (写真：兼中祭の様子)                          （写真：スケジュールノート） 

  

＜兼中スタイル＞ 



４ 成果 

 (1) 生徒会を中心とした行事「兼中祭」を企画から運営までさせることで、計画的に話し合い活動を  

  取り入れることができた。その結果、児童生徒質問紙の「学級生活をよりよくするために学級会  

  で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていると思いますか。」の項目におい 

  て、34％から 36％とわずかだが増えた。  

 

 (2) 管理者の助言のもと、全校体制で「『問い』が生まれる授業づくり」に取り組んできたことで、 

  学校評価アンケートの「先生方は教え方を工夫しており、授業はわかりやすい」の項目において 

  約９割近い生徒が肯定的な回答が得られた。 

 

 

 ５ 課題 

  (1) 「スケジュールノート」を活用する習慣がまだ身についていない生徒がいるため、今後も各学級 

   や書く教科で指導を継続していく必要がある。また、生徒の「自主性」を伸ばし、「計画性」を 

   身につけさせるために、家庭への協力依頼の必要性を感じる。 

   

  (2) 県生徒質問用紙より、「家で自分で計画を立てて勉強をしているか」の項目において、約４割の 

   生徒が肯定的な回答をしていないことから、主体的に学習に取り組むことに課題が見られる。そ 

   のため、日々の授業改善や学習環境改善を軸とし、自立した学習ができるような支援の工夫が必 

   要である。 


